
農
報

　近年、原油価格が高止まりし、農家の経
営面でも大きなウエイトを占めています。
そこで、我が家でも出来ることをもう一度、
見直していただければと思います。
１、ハウスの気密性を高める。
( １) ビニールの破れや隙間を無くす。
( ２) 出入り口の内外にフィルムを張り、
冷気の流入を防ぐ。
( ３) 谷部、サイドは、妻面から１．５ｍ程
度重ね代をとって、風の侵入を防ぐ。

２、多重被覆を導入する。
( １) 可能な限り多重被覆を導入する。
( ２) カーテンが変質したり、破れたりしている場合は交
換又は補修する。
( ３) 寡日照、高温、多湿対策として日中に換気や病害虫
防除を行う。

３、夜間は変温管理を行う。
( １) 夜間の設定温度は、４段サーモなどを活用した温度
管理を行う。

(２) 品質や収量に影響のない設定温度で、管理を行う。

４、暖房効率を高める。
( １) 暖房機の熱交換面を清掃する。
(２) 暖房機のノズルの交換、空気量の調整をする。
( ３) 温度センサー位置は生育ステージに合わせる等適切
な位置に設置する。
( ４) 温風ダクトの配置は、穴の間隔、ダクト間隔を調整
する等適正に配置する。
( ５) 循環扇等の利用により、温度ムラを少なくし、過剰
暖房を防ぐようにする。

５、栽培管理の工夫を行う。
( １) 整枝、誘引、摘葉等適期管理を行い、採光を図る。
( ２) 品目によって異なるが、夕方適温で、ハウスを閉め
て保温する。
(３) ハウス北側の妻面やサイド部を防寒資材で被覆する。
(４) 節油のあまり、適温を下回る管理をしない。
　　　　※収量が上がらなくては意味がない。
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果　樹

　11 月の下旬より早生温州の出荷が始まりますので、収穫
前の貯蔵病害の防除をお願いします。

１．病害虫防除
対象品種 対象病害虫 薬剤名 希釈倍数

収穫前日数
備考

温州 中晩柑

温州
みかん

貯蔵病害
ベフトップジン
フロアブル

1,500倍 7日前まで 前日まで 1回目

ベフラン液剤２５ 2,000倍 前日まで 2回目
共通 ミカンハダニ コロマイト水和剤 2,000倍 7日前まで 発生時

２．ポンカンの着色促進及び浮皮軽減
時　　期 薬剤及び希釈倍数

１回目 １０月上～中旬（２～３分着色時）
サルファ―ゾル　　４００倍

加用　　ジューシーカル　　８００倍

２回目 １０月中～１１月上旬（５～６分着色時）
サルファ―ゾル　　４００倍

加用　　ジューシーカル　　８００倍

３．河内晩柑の落果防止対策
　着色が始まりますと河内晩柑では離層が形成され、特に大
玉では落果しやすくなります。園地の状況をよく観察し、適
期散布をお願いします。また、落果が心配される園地では尿
素５００倍を加用する事で、落果抑制を高める事ができます。
（念入りに散布する事が落果させないコツ！）

時　　期 薬剤及び希釈倍数

１０月中～１１月上旬（１～２分着色時） マデックＥＷ　　２，０００倍

４．デコポン・ポンカンの水腐れ軽減対策
　デコポンでは水腐れ軽減のためにジベレリンを散布し、青
果率の向上を行いましょう。
　また、ポンカンでも同様にジベレリンを散布する事で水腐
れを軽減する事ができます。園地の状況に応じて検討を行っ
て下さい。
　水腐れ軽減の為ジベレリンを散布し、青果率の向上を図り
ましょう。
○ジベレリン液剤４０ｍｌの場合
対象品種 薬剤名 使用濃度 1ビン当たりの水量 実施時期 収穫前日数

ポンカン ジベレリン液剤 0.5ppm ４００ℓ
着色始期～
４分着色期

21日前まで

デコポン ジベレリン液剤 １ppm ２００ℓ 着色終期 7日前まで

５．施肥
施肥時期 品種名 肥料名 10ａ当たり施肥量

11月上旬

ポンカン・清見・河内晩柑
甘夏・パール柑

熊本果樹肥料１０－７－４ 2袋

デコポン
熊本デコポン８－３－３
又はひのくに果樹９－３－３

2袋

６．夏秋梢のせん定
　強く伸びた夏芽や秋芽を残しておきますと、樹形の乱れや
アブラムシ等の発生を助長します。強い徒長枝を中心に間引

き剪定を行いましょう。

野
菜 施設栽培における省エネ対策 山下　和樹

下島営農指導センター
090-5028-9494

野　菜
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営
情

　基本、クルクマの栽培については、施設栽培となります。
露地で栽培はできますが、露地栽培ではさび病の発生が多く、
また低温に弱いため露地では球根が越冬できないためです。
球根を掘り起こして１５℃前後で管理できれば問題ありませ
んが、露地での栽培は、さび病の問題もあり営利目的での栽
培では、施設栽培が適しています。
据置栽培は２年までです。３年据置もできますが、密植栽培
になりボリュームがなくなり、苞葉（色が付いている部分）
が細く商品価値が低下します。
３年目は球根を２月下旬から３月上旬頃に掘り起こし、株分
けを行い定植します。

○１１月の管理
　１０月に入ると休眠にはいり、抽台しなくなります。抽台し
なくなったら灌水を止めます。そのまま放置しておくと、１１
月頃には地上部の葉が黄化し枯れてくるので、さび病対策と
して葉を全て取り除き、ハウス外で処分します。
１０～８℃以下の低温に遭遇すると、球根が腐敗しやすくな
りますので、外気温が最低温度１０℃以下になったらハウス

内を密閉します。１１月下旬から１２月上
旬頃にビニールでハウス圃場全面を被覆
し、天井及びサイドを二重被覆します。で
きるだけ保温に努めます。

○年明け後の管理
　２月下旬から３月上旬頃にハウス内の二
重被覆を全て取り除きます。
　サイドビニールを開け、換気を行います。
たっぷりと灌水を行い抽台に努めます。
　全て抽台したころに、ロング肥料のＣＤＵ５５５などを施
用します。
　その後の追肥では、トミーグリーン液肥で追肥を行います。
　さび病防除として、ジマンダイセン水和剤を１，０００倍で
定期的に灌注します。
　また、ポリベリン水和剤も１，０００倍で灌注します。
　さび病は必ず発生します。１０日に１回のペースで殺菌剤
を灌注するとさび病発生がかなり抑えられます。

花
卉

します １１月下旬から１２月上上

中原　英幸
下島営農指導センター
080-1729-1629

花　卉

クルクマ越冬管理について

平成28年度　農業大学校新規就農支援研修生を募集します
新たに、プロ経営者コース（青年就農給付金受準備型の受給可能）を新設しました。
１研修コース・対象者・研修期間

研修コース　対象者 受講日　受講期間 定員 研修の特徴・対象者

プロ経営者コース
（青年就農給付金対応）
就農予定時
４５歳未満の方

週５日（月～金）
４月～３月
（１２ヶ月間）
8:50～ 16:20

１０名程度

即戦力として本格的な農業経営を目指す方
個人管理の研修ほ場で研修します
青年就農給付金（準備型）が受給可能です。
（要件を満たす方）

実践農業コース

平成 28年４月現在で６３
歳以下の方

週３日（月水金）
４月～１２月
(8 ｹ月間 )
8:50 ～ 16:20

４０名程度
農産物販売を目指す方
共同管理のほ場で研修します

特別セミナー聴講コース
（座学のみ）

毎月１回
原則第４水曜日
13:30 ～ 16:00

１５名程度
農業で生計を立てることを目指す方で特別
セミナーのみ聴講する方

２受講料　受講料は無料　　ただし、次のものは受講者負担
　　　　　傷害保険料、教科書代、小農具、資料代等
　　　　　プロ経営者コースの個人管理のほ場にかかる肥料、農薬、種苗費等は個人負担

３申込み期間　平成２７年１２月４日（金）～平成２８年２月５日（金）
　　　　　　　午後５時まで（郵送の場合は２月５日（金）当日消印有効）

問い合わせ先　　熊本県立農業大学（研修部）　TEL　０９６－２４８－６６００
熊本農大 検索←

お詫びと

訂正

10 月号の畜産で誤りがありました。正しくは下記になります。申し訳ございません。
（誤）外気温が 150℃～　　（正）外気温が 15℃～
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